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オホーツク海の沿岸に分布する海岸草原は、ミ原

生花園"と して有名である。この海岸草原と内陸

部の畑作地帯 を分ける形で、 ミズナラ、カシワか

らなる落葉広葉樹林が帯状 に存在する。この林は

防潮林として機能 してきたため、人間による破壊

をまぬがれ、ほぼ一一次林の性格.を保ったまま現在

に至っている。

筆者は、 この防潮林の一部 で、1973年 夏～1980

年秋 にかけてエゾシマリス(E漁 禰α55必 尻c粥

伽eα 伽)の 調査 を行なった。調査期間は各年 とも

シマ リスの活動期間で、4月 ～11月 である。調査

結果は分析中であるが、一部は、川道(1978)、 川

道 ・川道(1980)、Kawamichi(1980)に 発表 して

きた。

シマ リスの生息環境 を把握す るため、調査地の

植物相 と動物相 を並行 して調査 した。本報告はこ

の調査結果 を中心にのべたものである。調査対象

は、顕花植物 と鳥類、哺乳類に限 った。蘇苔類、

菌類、無脊椎動物、爬虫類、猛禽類の一部 と哺乳

類の一部(げ っ歯類のネズ ミの仲間、食虫類、翼

手類)は 調査 していない。

斜里地方の植物相 に関 しては、千田(1977、19

78)が 、鳥類相 を森(1979)が 報告 している。ま

た、前川 ・近藤(1980)は 哺乳類のげっ歯類、食

虫類 を、この海岸林の東端部(斜 里町峰浜)で 調

べている。

この海岸林に生息する生物相 を、長期間にわた

って刻明に調べあげる作業は、一般的な動 ・植物

相のリス トとは異 なった価値 をもつであろう。そ

れは、ある特定の動物(筆 者 にとってはシマ リス)

の生息環境を明 らかにすることで、生態系の中で

シマリスを位置づけることが可能と思われるから

である。

海岸林の概要と調査地

海岸林 は幅300～500mあ り、海岸沿いに東西に

細長く広がる。林は川や沼で分断 された り、せば

められたりしている。林の分布は、地形分類(荒

田ほか、1979)に よる砂丘の分布 とほぼ一致 して

いる。海岸線から林までの距離は約100mで ある。

砂丘の南側 から斜里岳北斜面の間に広がる低地

は、過去に湖であったが、現在は泥炭地 となって

いる(荒 田ほか、1979)。近年、泥炭地の暗渠排水

の工事が行なわれ、一帯は乾燥化の傾向がみられ

る。

調査地は、北緯43度55分 、東径144度40分 の地

点 にあり、東西300m、 南北200mの6haの 面積

を対象とした。調査地は、林の南側で、海岸 とは

反対側の位置にある。 この地帯での林の幅は南北

350mで ある。調査地の南端は幅2mの 林道 と幅1

mの 排水溝 をはさみ、ビー ト、イモ等の畑に接 し

ている。調査地の東西は林 が連続 している。北側

は幅50mに わたる窪地 と接 している。ここは東西

に林が細長 く伐採 されて、でんぷん工場排液の浸

透処理地 として使われている。10月 から翌年6月

までは、中央部分に浅 く排水がたまっている。

調査地の最低地点は海抜3m、 最高地点は20m

である。12月 中旬～翌年4月 中旬まで雪におおわ

れる。

調査地の植生は、過去 にいくらか人為的影響 を

受けてきた。1950年 代 にエゾイタヤとミズナラを

中心に間伐 された。1953年 か1954年 に小規模の山

火事があった。調査地の南半分は1962年 から10年

間、牛の放牧場 として利用 されていた。

結 果

植物

表1と 表2に 、調査地の植物相をまとめてある。

林内の植物相はほとんどがリス トされている。林

の南端の林道周辺(A地 域)、特 に排水溝のへ りで

は、一部のみがリス トさiれている。

木本は、高木16種 、低木15種 、蔓性木本7種 の

計38種 であった(表1)。 調査地内で大 きな木に成
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表1.調 査地の木本植物のリスト

和 名 学 名 分布場所 数 摂食部位
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A林 の南端の林道周辺.B林 の南縁附近.C林 の中央部分.◎ 多い種 .○ よく見られる種.
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表2.草 本 植 物 の リス ト.
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K帰 化植物.他 の記号は表1を 参照
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分布場所 数 摂食部位
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㏄
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表2(前 ページの続 き)

和 名 学 名 分布場所 数 摂食部位
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ベ
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表2(前 ページの続 き)

和 名 学 名 分布場所 数 摂食部位
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ユ
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ル1∫z如 ηe〃 ω3ω 伽
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長 して い な い キハ ダ と ウ ス ゲ ヒロバ ハ ンノ キ は低

木 に含 め て あ る。

林 内 の 高 木 は ミズ ナ ラ が最 も多 く、 次 い で ハ リ

ギ リ(セ ン)、エ ゾ イ タヤ の 順 と な る。 ヤ マ ナ ラ シ

は数 十 本 かた ま っ て 生 え て い る。 シ ラ カ ンバ と シ

ナ ノ キ は 、 ご く少 数 し か見 られ な か っ た。 低 木 で

多 い の は 、 ネ ム ロ ブ シダマ とニ シキ ギ で あ った 。

蔓 性 木 本 で は サ ル ナ シ(コ ク ワ)、ヤ マ ブ ドウ が多

い。 畑 の 縁 に カ ラマ ツ と ア カエ ゾマ ツ が一 部 植 林

され て い る もの の 、 自然 植 生 と して は針 葉 樹 が全

く見 られ な い。

草 本 は97種 が数 え られ た(表2)。 帰 化 植 物(表

2の"K"を 記 した もの)は 林 道 沿 い に主 に分 布 す

る。

南 側 の林 縁 よ り林 内 へ30m位 まで は 、 南へ ゆ る

や か に傾 斜 して い るの で 、 夏 で も陽 当 りは 比 較 的

良 い(B地 域)。 そ こ には 、 キ ジ ム シ ロ、 ツ リ ガ ネ

ニ ン ジ ンや イ ネ科 植 物 が多 く見 ら れ た。

B地 域 よ り北 の林 内(C地 域)の 林 床 植 物 は 、

南 半 分 と北 半 分 で や や 異 な る。 南 半 分 には サ サ が

ほ とん ど見 られ ず 、 か わ り にオ オ カサ モ チ 、 ス ミ

レ、 クル マ バ ソ ウ が 多 い。 北 半 分 に はサ サ がや や

多 く、 ク ルマ ユ リ、 ア カ ミ ノ ル イ ヨ ウ シ ョ ウマ が

散 在 す る。 南 北 に共 通 して 多 い の は、 ス ズ ラ ン、

マイズルソウ、ギョウジャニンニクである。南半

分はかっての放牧場 と一致す るが、南北の植生の

差が、 どの程度放牧の影響によるのかは、わから

ない。

林床の植物で、春早 く開花するフクジュソウ、

マイズルソウ、ギョウジャニンニク、スズランな

どは、木の葉が繁って林床に陽がさし込 まなくな

っている7月 末 には、地上部分が枯 れる。だから

ササのある部分を除けば、8月 以降は林床の見通

しが良い。

幾つかの植物で種子の生産量 に年変動がみられ

た。1974年 と1975年 に限 り、キツリフネが林縁の

くぼ地 に大 きな群落 を形成 した。両年の秋 にミズ

ナラとカシワは ドングリを実 らせなかった。わず

かに全地域で1本 のみ(両 年 ともミズナラで、異

なった木)が 少量の種子 を実 らせた。ハ リギ リは

1978年 秋 に多 く実 らせたが、その他の年は実の入

りが悪かった。オオヤマザクラ(エ ゾヤマザクラ)

の実は1年 おきに増減 したが、それは木毎 に実の

豊富な年が違っていた。

植 生 と シマ リスの 食 性 との 関 係

シ マ リ スの 食i生はKawamichi(1980)に 詳 しい。

シ マ リス の 摂 食 行 動 か ら食 物 が1,701回 同 定 で きた。
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図1.シ マ リス に利 用 さ れ た 食 物種 類 数 の季 節 変

化(4月 一11月)。 植 物 は部 位 別 に数 えて あ る。

林 内 、 林 の南 端 の 林 道 周 辺 、 畑 で求 め た 食 物 は 、

89.2%が 植 物 質 で、 残 りは 動 物 質(セ ミの 幼 ・成

虫 、 ガの 幼 ・成 虫 、 トリの 雛 な ど)で あ っ た 。

表3.林(B、C地 域)の 植 物 種 数 と 、 シマ リス

が利 用 した種 数 と摂 食 回数.

知 床博 物 館 研 究 報告 ・第3集 ・1981

図2.シ マ リスの主要食物8種 の摂食率の季節変

化(4月 一11月)。半月毎の摂食回数の割合で示

した。()内 は摂食回数 を示す。 破線は前年

の生産物の摂食。

木 本

高木 低木 蔓性木本 不明 小計

草 計

本

林 内 の 種 数15126

シマリス利用種数1026

(%)66.716.7100

3384117

181735

54.520.229.9

摂 食 回 数88485411510253791404

(%)63.06.12.91.173.027.0100

種 子 の摂i食 回 数7203107242821006

(%)71.60.30.1072.028.0100

林 内(B、C地 域)に 存 在 す る木 本33種 の うち、

食 物 と して利 用 され た の は18種(54.5%)で あ っ

た(表3)。 高 木 と蔓 性 木 本 で は 、利 用 され る種 数

の 比 率 が 高 い 。 草 本 は 林 内 で84種 確 認 され 、 シマ

リ ス は17種(20.2%)を 利 用 した。 林 内 の 草 本 の

種 数 は木 本 の2.5倍 で あ る が、 食物 と して利 用 さ

れ た 種 数 は 、 逆 に0.9倍 で 木 本 の方 が 多 い。(他

に林 内 の植 物 質 の 食物 として、コ ケ1種Po妙 γ∫ch一

初観sp.が 記 録 され た。)畑 で 食 べ られ た もの は 、

表2に リス トさ れ て い ない が、 エ ノ コ ロ グサ 種 子 、

コ ム ギ種 子 、 エ ンバ ク種 子 で あ っ た 。

林 内 で の植 物 質 の摂 食 行 動 は1,460回 記 録 され

た 。 木 本 に由 来 す る食 物 は70.2%、 草 本 は26.0%

で 、 残 わは 、 コ ケ と朽 木 で あ っ た 。 木 本 に 由 来 す

る食 物 は草 本 の2.7倍 多 く食 べ られ た 。

食 物 と して 利 用 され る部 位 は 、種 子 、 果 実 、 花 、

芽 、 葉 、樹 液 で あ っ た 。種 子 ・果 実 は1,033回(22

種)、芽 ・葉 は295回(21種)、 花 は51回(12種)、 樹

液 は25回(6種)利 用 さ れ た。 この う ち最 も多 い

の は種 子 で 、1,006回 記 録 され た(表3)。 これ は 草

本 ・木 本 を合 わせ た植 物 質 の全 摂 食 回 数 の71.7%に
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当 た る。 と り わ け木 本 の種 子 が 多 く摂 食 された が、

木 本 の な か で も高 木 に か た よ っ て い る。

食物 と して利 用 さ れ た種 類 数(植 物 ・動 物)の

季 節 変化 を図1に 示 した 。種 類 数 が最 も多 い の は

5月 前 半 で 、38で あ っ た。 その う ち24は 芽 ・葉 、

花 な どの 新鮮 で柔 ら か な植 物 だ っ た。 葉 が 出 そ ろ

って 固 く な る と、 殆 ん ど利 用 さ れ な くな っ た 。8

月 に種 子 ・果 実 の種 類 数 がふ えた 。9月 以 降 種 類

数 は 全 般 的 に減 っ た 。

個 別 の 食 物 で は、 最 も利 用 され た の は ドン グ リ

で あ っ た(ミ ズ ナ ラ と カ シ ワ の 区別 をせ ず に記 録)。

次 に ヒ カ ゲ ス ゲ 種 子 、 オ オ ヤ マ ザ ク ラ種 子 、 ミヤ

マ ザ ク ラ種 子 、 キ ツ リフ ネ種 子 、ハ ル ニ レ種 子 、

イ タヤ カエ デ の 芽 ・葉 の 順 で あ っ た。 こ れ ら8種

で 全観 察 数 の56.8%を 占 め た 。 こ れ ら を主 要 食 物

と呼 ぶ 。

主 要 食物8種 の利 用 率 の季 節 変 化 を、 図2に 示

した。 それ ぞ れ の 食 物 の 利 用 率 の ピ ー クは20%を

越 えた 。 利 用 率 が20%を 越 えた の は、 林 内 の 植 物

で は主 要 食 物 の他 には な く、畑 で の コ ム ギ(8月

前 半 に利 用 が集 中)が23.5%に なったのみで あ った 。

そ れ ぞ れ の 食 物 の利 用 期 間 は 、 キ ッ リフ ネ種 子

と ド ング リ を除 い て 、 ほ ぼ1ヵ 月以 内 で あ る。 利

用 期 間 が長 く、 ま た利 用 率 が高 い の は ド ング リで 、

9月 後 半 か ら11月 前 半 ま で50%を こ え た。 さ らに

4月 ～5月 に も前 年 の ドン グ リを か な り利 用 した 。

秋 に 多量 の 食 物 を越 冬 用 と して 地 下 巣 へ は こ び込

む が 、冬 眠巣10個 の貯 蔵 物 を1980年10月 ～11月 に

調 べ た と こ ろ、 ドン グ リで ほ とん ど 占 め られ て い

た(未 発 表 資 料)。

1974年 と1975年 に、 ドング リが 殆 ん ど生 産 され

ず 、 キ ツ リ フ ネ種 子 の 生 産 量 が 大 き か っ た こ とは

シマ リス の 食性 に大 き な影 響 を与 えた(Kawami-

chi,1980)。1974年 と1975年 の秋 の ドング リの 摂 食行

動 は 合 計6回 観 察 され た の み で 、 そ れ ぞ れ の翌 春

に は 、 全 く観 察 さ れ な か っ た。

キ ツ リフ ネ種 子 は生 産 量 の 多 か っ た 両 年 の 秋 に

よ く利 用 され た 。 こ れ は 、 ドング リが な い か らキ

ツ リフ ネ種 子 が ひ ん ぱ ん に利 用 され た の か、 キ ッ

リフ ネ種 子 の 生 産 量 の 多 さ が相 対 的 に利 用 回 数 の

多 さ と単 純 に結 び つ い て い た の か は不 明 で あ る。

鳥類

4月 上旬から11月下旬までの調査期間中、調査

地 で50種 が確 認 され た 。 主 に林 内(B、C地 域)

で 目撃 され た の は46種 で あ っ た(表4)。

4月 か ら11月 まで 通 して 生 息 す るの は9種 で 、

キ タキ バ シ リ、 シ ロハ ラ ゴ ジ ュ ウ カ ラ、 シ ジ ュ ウ

カ ラ、 コ ガ ラ 、 ヘ ン ソ ンハ シ ブ トガ ラ、 シマ エ ナ

ガ 、 エ ゾ ア カ ゲ ラ、 エ ゾ オ オ ア カ ゲ ラ、 コ ア カ ゲ

ラ で あ っ た。 ミヤ マ カケ ス とヤ マ ゲ ラ、 エ ゾ コ ゲ

ラ は4月 一5月 と10月 一11月 にひ ん ぱ ん に見 ら れ

た が 、 夏 は 姿 を見 せ な か っ た。

ま れ に し か見 られ な か っ た の は 、 キ レ ン ジャ ク、

オ オ ル リ、 マ ミジ ロ 、 マ ミチ ャ ジナ イ、 ミソ サ ザ

イ、 エ ゾ ヤ マ セ ミで あ っ た 。 マ ヒ ワ、 ビ ンズ イ 、

ヒ ガ ラ、 トラ ツ グ ミ、ツ グ ミも 多 くは な い。

18種 は、 林 内 で 繁 殖 が確 認 さ れ た(表4参 照)。

卵 や巣 立 ち直 後 の 雛 を確 認 した か、 巣 づ く りや 抱

卵 行 動 を観 察 した場 合 に、 繁 殖 した とみ な した。

春 に渡 っ て きて林 内 で繁 殖 し、 秋 に去 る鳥 で 、

多 く 目撃 さ れ た種 は 、 ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ 、 シ メ、

ア オ ジ、 キ ビ タキ 、 ク ロ ツ グ ミ、 ア カハ ラ、 ヤ マ

シ ギ で あ っ た。

樹 洞 で営 巣 した鳥 は 、 ム ク ドリ、 コ ム ク ドリ、

ニ ュ ウ ナ イス ズ メ、 シロ ハ ラ ゴ ジュ ウ カ ラ、 シ ジ

ュ ウ カ ラ、 エ ゾ ア カ ゲ ラ、 コ ア カ ゲ ラで あ っ た 。

比 較 的 高 い所 に あ る ブ ドウの ツ ル の か ら ま りの な

か や 、 木 の 叉 な どで 営 巣 した の は 、 ハ シ ボ ソ ガ ラ

ス 、 シ メ、 シマ エ ナ ガ、 ク ロ ツ グ ミ、 ア カ ハ ラ、

キ ジバ トで あ っ た 。 か ん木 の低 い繁 み の な か で ア

オ ジ が 営 巣 した。 ヤ マ シ ギ は地 面 の浅 い くぼ み

に枯 葉 で巣 をつ く り、3-4卵 を うん だ 。 抱 卵 中

の ヤ マ シギ は、 筆 者 や キ タ キ ツ ネ に見 つ け られ る

と 、 た い て い擬 傷 行 動 を示 した 。

シ ロハ ラ ゴ ジ ュ ウ カ ラ、 シ ジュ ウ カ ラ が営 巣 し

た 樹 洞 の い くつ か は、 別 の 年 や異 な っ た季 節 に シ

マ リス の 巣 に も利 用 され た 。1度 の み 、 シ マ リス

が シ ジ ュ ウ カ ラの 卵 を食 べ た こ とが あ っ た。 コ ァ

カゲ ラ がハ ル ニ レの 巨 木 に巣 穴 を造 っ た が、 完 成

直 後 に ニ ュ ウ ナ イス ズ メ が コ ア カ ゲ ラ を追 い払 っ

た 。 この 巣 で ニ ュ ウナ イ ス ズ メ が繁 殖 した(2例

観 察)。ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ は他 の 動 物 にも攻 撃 的 で、

シマ リス を木 の上 か ら・下 ま で10m程 度 追 い ま わす

の を、4回 目撃 した 。

エ ゾ フ ク ロ ウ は 、林 内 で しば しば シ マ リス を襲

う行 動 が 見 ら れ た が 、 捕 食 され た の は見 て い な い。

トラ フ ズ クは 、 ミズ ナ ラの 樹 洞 で昼 間 じっ と して
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表4.調 査地で目撃 された鳥類。

+:繁 殖が確認 された種.? 繁殖の可能性 を示す。他の記号は表1を 参照。

目禾 名 学 名 目撃場所 数 繁殖

ハ

ハ

ミ

ム

コ

ニ

シ

ス

ス

ス

リ

リ

ラ

ラ

ケ

ド

ガ

ガ

ド

カ

ト

ソ

ク

プ

ボ

マ

ク

ム

シ

シ

ヤ

ユ ウ ナ イ ス ズ メ

メ

カ ラ フ ト カ ワ ラ ヒ ワ

マ

ベ

ア

ホ

ホ

ビ

キ

シ

ジ

ア

ズ

ヒ

マ

オ

オ

オ

ン

ニ

タ キ バ シ

ワ

コ

ジ

ロ

カ

イ

リ

シ ロハ ラ ゴ ジ ュ ウ カ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

コ ガ ラ

ヘ ンソ ンハ シ ブ トガ ラ

ガ
∵
∵
∴

∴

/

∵

グ
∴

タ
抽
∴

ン

イ

ヤ

ア

マ

レ

ヨ
ビ

〆

グ

費

ラ

ミ

∴

カ

ビ

ソ

ゾ

マ
ゾ

ヒ

シ

キ

ヒ

キ

オ

セ

ウ

エ

ト

マ

ク

マ

ア

ツ

ノ

ミ

ヨ

エ

ヤ

エ

エ ゾ オ オ ア カ ゲ

コ ア カ ゲ

Coγ 四3Ze剛 〃απ痂 ノαρoηeπ ε∫3

C.co7'oηeo7ゴ εη君α面5

Gα γγぬ3gZα ηdα蜘5Pα 〃ゴdガγoη5

S置%7・ηπ5C∫ πe7・αceω5

Sfω γ伽 εεωγ伽Pん ゴ伽peη3∫ ε

Pα ∬eγ γ刎 ∫1αηsγ ωzぬ π5

Cocco置 ゐγα観e3cocco疏7α 観e5ノ αρ傭cω5

C励 γ∫35翻Cα3ゴZc配'0θ η5ゴ5

Cα γ(1ωθ1∫55P加 π5

σγα8ωs5め 編c%εsα π8πゴηoJeη 伽

E励eγ ∫2α5podocepん αZαpeγSOη αZα

E.C♂0ゴde8C∫OP3ゴ ε

E.ブ ωcαεα ブπcα置α

加 εんωε んodg30蛎 んodg30η ∫

Ce航 ゴα1碗 ご伽 γおoγ εeηεα」ゴ5

S漉 αeω γOPαeα6α どcαJeη3ゴ5

Pα 物57η αブoγ 祝 珈oγ

P.α 孟γ∫cαμ 〃π5γes置 γ∫c伽

P.Pα ん5Zγ ゴsんeη80蛎

P.α 諺eγ 珈3ωZα γゴs

AEg漉 αJo5qo掘 α伽 ノαPOη ゴCπ5

Bo励 写d〃 α9α γ7πZ秘5Cε ηZ7α1α5ゴαθ

鞠P吻 εzε5α π膨αωγoオ∫5α ηαωγoz∫5

Mπ εCゴCαρα ηαγCゴ5鋤 α παγCゴ8鋤 α

M.C〃 αη0腕eZα ηαC〃 αη0伽eZα ηα

Pん 〃〃05coρ ω30c⑳ ぬZゴ5coγo剛 粥

Ce痂 α 伽 んoηecα η伽 ε

LOC%5Ze〃 α1b5CゴoZα 君α

丁初γ伽sdα ω伽 置o剛 ω9ωmぎ

T.5翫 γ∫cπ5dαv∫ εo祝

丁.cα γゐ3cα γゐ5

T.065C初 物5068Cω γωS

T.Cん γ雪501α 駕5Cん γ営50♂αω3

T.η α%η αηπゴeπ ηo彿 π5

S醐coZα 彦・γq㎎ 伽5置eノ πe8eγ ∫
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表4(前 ペ ー ジの 続 き)

口禾 名 学 名 目撃場所 数 繁殖

ラ

ウ

リ

ク

ウ

ト

ギ

ギ

ゲ

ズ

ロ

シ

ク

バ

シ

コ

ド

コ

フ

ジ

フ

"

ツ

ツ

ジ

マ

ソ

ラ

ノ

オ

エ

カ

ツ

ト

エ

キ

ヤ

オ

D.腕2ω 窺5eε60ん ηπ

C初cぬscα ηoγ%sZe卸 んoη%5

C.5αzπ γα伽 んoγ5プゴeZd∫

Aε ぎooZZ650れ65

8zγ ㍑ πγαZeη3ゴ5ブ αρoηゴcα

SZγeμ0ρeZゴ α0漉 漁Z∫30漉 吻 伽

SCO10Pα κ γ襯 ∫coZα γπ3εゴcoZα

Gαz伽 αgoん αr伽 ごcゐπ

C

C

C

C

C

C

C

A

B

B

B

B

B

B

B

○

○

◎

9
ー

り
ー

十

十

?

い た 。

畑 と その 周 辺 で 、 ヒバ リ と ノ ビ タ キ が 繁 殖 した 。

カ ラフ トカ ワ ラ ヒ ワ とべ ニ マ シ コ は道 沿 い の カ ラ

マ ツ に巣 をつ く った 。 調 査 地 北 側 の浸 透 地 の 水 た

ま りで 、 マ ガ モ 、 カ ル ガ モ 、 ウ ミア イ サ が 目撃 さ

れ た 。 カ ル ガ モ は 、 ほ ぼ 毎 年 そ こ で繁 殖 した。

哺乳類

林内で6種 を確認 した(表5。)エ ゾユキウサギ

は、残雪のある春先に、単独行動 しているのが時

々目撃された。臼い毛 と茶色のまだらの換毛中で

あ った。

エゾ.リスは林内の樹洞 を繁殖に利用した。小枝

を組合わせたボール状の巣 は調査地に造られなか

った。秋 に2匹 の追いかけあいが見 られたが、普

通は単独で行動 していた。林床にもよ く降 りて来

て、地上の どん ぐりを食べた。シマリスが食べな

いキノコ類 をエゾリスはよく食べていた。

エゾシマ リスは、主に地上で生活 している(川

道、1978)。夜間は地下巣 か樹洞巣で眠 り、冬眠には

地下巣を利用 した。単独で行動す るが、サクラの

実 などを求めて1本 の木に7匹 以上 も集まること

があった。

エゾモモ ンガは夜行性なので、めったに姿 を見

せなかった。夜間の滑空は2度 見たが、10m以 上

離れた木から木へ飛びうつった。 日中に樹洞から

顔 を出 しているのをまれに目撃 した。子供が日中

に樹洞から出て、1mよ この若木へ飛びうつろう

としたが、失敗 して地上へ落 ちたことがある。

キタキツネは調査地東の林縁の崖 に営巣 した。

その巣 は、ほぼ毎年繁殖に使 われた。子供の数は

多い年で6匹 が育ったことがある。キタキッネは

調査地 でも狩 りをし、春先はネズミをくわえてい

るのが しばしば目撃された。7月 には、子 ギッネ

を従 えて狩 りをする姿 を見かけた。キツネの姿 を

あま.り見かけなかった年に、ヤマ シギの地上巣が

多数見つけられた。

ニホ ンイイズナは時々ネズ ミを追いかけている

のが目撃された。繁殖については、次のような観

察 をした。1977年9月2日 、10:18-10:55の37分

表5.調 査地で目撃 された哺乳類(ネ ズ ミ、食虫類、翼手類を除 く)。

記号は表1と 表4を 参照。

和 名 学 名 目撃場所 数 繁殖

ギ

ス

ス

ガ

ネ

ナ

カ

サ

リ

ン

ズ

ツ

ウ

リ

イ

シ

マ

モ

キ

キ

イ

ユ

ゾ

シ

モ

ン

ゾ

ゾ

ゾ

ゾ

タ

ホ

エ

エ

エ

エ

キ

ニ

エ

Lep%sε ごmぎ伽sα どηu

Sc♂ ωγω5槻Z8α γ∫50γ ガeηzゴ5

EωZα ηπα55ゴ 配 γぎcz651∫ ηeα 施5

PZeγom〃5vo♂ αη50γ π

yψe5り 吻e55cん γeπcん ゴ

M観eZα η加 α!∫5η α彿 瑠e∫

℃eγ ッ1ω5η ゆpoη 〃e50θ η5∫3

BC

BC

ABC

BC

ABC

C

C

○

十

十

十

十

十
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間 に、 イ イ ズ ナ の 成体 が子 供(サ イ ズ は親 の%位)

を あ とに従 え て移 動 して い た 。 移 動 は3回 に分 け

て見 られ 、 子 供 を1匹 、 次 に2匹 、 最 後 に1匹 を

新 巣 へ 誘 導 した 。 移 動 先 は 、春 先 に使 わ れ て い た

シ マ リス の 地 下 巣 で あ っ た 。 子 供 が巣 に入 る と、

親 は す ぐ外 出 した 。 子 供 は地 下 巣 に と ど ま っ た。

11:52-12:38の46分 間 に 、 ノ ネ ズ ミ1匹 を くわ え

て 、 計4回 親 は巣 へ 入 っ た 。 そ の後 親 は す ぐ外 出

し、 しば ら く戻 ら な か っ た 。 ネ ズ ミを くわ え て巣

へ 入 る行 動 は 、 同 年 の8月 末 に 、別 の巣 で1回 観

察 さ れ た。

エ ゾ シ カ は林 内 で単 独 で い るの を一 度 目撃 した 。

調査 地 の北 側 の 浸 透 地 の ま わ り に、 新 しい足 跡 が

見 ら れ る か ら、 海 岸 林 を住 み か に し て い るよ うで

あ っ た。しか し、足 跡 の 数 が 少 ない か ら、群 れ て は

い な い よ うで あ る。

考 察

シマリスが利用する木本 と草本の種数や摂食回

数の観察 から、木本の種子 に偏っていることがわ

かった。高木層は直接太陽光を受けるが、高木層

を通った弱い光 に依存する低木層と林床の草本層

は、明らかに種子の生産性 が低いように思われる。

しかしながら、利用 される食物の比率は、 シマ

リスの好みと提供される食物の生産量とに関係す る。

シマ リスの消費量 と、種子の生産量がわかってい

ないので、木本と草本の種子 を食べる比率が、1)

シマ リスの選択的好みを表わした結果なのか、2)

林の生産 した食物量 に単純に比例 しているのか、

3)草 本の種子の生産量が木本 に比べて明らかに

少ないので、草本の種子が食べ尽 されてしまい、

不足分が木本の種子 に偏るのかは、不明である。

シマ リスが木本の種子 にどの程度依存的であるか

は、 これらの点 を明らかにしなければならない。

高木の種子は林内の草本の種子より一般 に大型

であり、種子の総生産量ははるかに大 きい。豊富

な年には、 ドングリは地上で未利用のまま腐る量

も多い。 しかも、木本の種子は、1本 の木 から多

量の食物 が得 られる。シマリスがほほ袋に食物 を
一杯 につめるには、大 きな ドングリなら4個 であ

るが、草本のヒカゲスゲの種子では200粒 以上必

要 とする。また、 ドングリなら1本 の枝でほほ袋

が一杯 になるが、草本ではかなり動 き回らねばな

らない。

生産量が多く、能率的な採取、貯蔵 がで きる高

木の種子 を生産する林は、シマ リスにとって好 ま

しい生息地であろう。特に秋 に貯蔵可能な多くの

種子 が生産 されることが重要な条件 と思われる。

高山帯でもシマリスはよく目につ くが、ハイマツ

の実が ドングリに対応する食物の位置を占めるの

ではないかと推論される。

調査地の海岸林は、人間の生活圏に囲まれてい

るにもかかわらず、多くの鳥や哺乳類に、良い生

活の場 を提供 している。これは植生 が複雑である

ことで、食物の提供のみならず、ね ぐらを提供 し

ているからである。

植林事業が経済面での利点の追求に追われてい

る現在、そこにもとから住 んでいた動物 と植物の

調和が破壊 されている。破壊が進展 している現状

の中で、平地林が最 も減少 してきている。 その意

味で、山と海岸の間に、人間の手が余 り入 ってい

ない自然が保護 されることは重要 に思われる。

おわりに、本調査 をまとめるにあたって、多く

の植物標本 を同定 していただいた北大環境科学研

究所の伊藤浩司教授、標本作成にあたって、御協

力、御助言 をいただいた千田正雄先生 と知床博物

館の金盛典夫氏 に厚 くお礼申 し上げます。また、

斜里町滞在中は山崎徳治氏 とその御家族 に御協 力

いただいたことを感謝いたします。
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